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Ⅰ 唐戸山神事相撲の概略  


















図1 立行司任命祭  図2 大関奉親祭  
昭和61年12月24Ⅰ］受理  









図4 協賛相撲  囲3 小学生の稽古取り  
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表1唐戸山神事相撲及び大相撲における待ったの回数、仕切り時間（平均〉、  
取り組み時間（平均）の比較  
唐戸山神事相撲   大 相 撲   
（N＝57）   （N＝57）   
待ったの回数   0 回   12 回   
仕 切 り 時 間   0 秒   205．2秒   
（最小一俵大）   （仕切りなし）   （145秒－278秒）   
取り組み時間   7．8秒   15．1秒   
（最小一食大）   （1秒－67秒）   （1秒～120秒）  
Ⅲ 唐戸山神事相撲と古代オリンピア祭  
唐戸山神事相撲は、極めて日本的な運動文化の1つであると考えられる。このことをよ・り明  
確にするために、古代オリンピア祭と比較したい。   
唐戸山神事相撲と古代オリンピア祭は、両者とも、その規模こそ違え、ある特定の地域の祭  
典であり、各々の地域の住民の生活様式に根ざした運動文化である、という面から、いくつか  
の類似点を見い出せる。   
以下に、類似点を挙げてみる。   
1．唐戸山神事相撲と古代オリンピア祭との類似点  













ある。   
また、前者は前年の大関の掲額が羽咋神社に奉納され、後者は優勝者は境内に像を建てるこ  




（1）観衆の娯楽度   
唐戸山神事相撲は、力士と観衆との一体感を伴う日本のスポーツという面が大きい。地域が  
狭いということもあって、力士たちの多〈は近隣の一般人で、顔見知りが多く、観衆の野次は  
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激しいが、親しみが感じられる。観衆の中には星間から酒をのんでしきりに野次をとばしたり、  
誰彼となく話しかけ、相撲談義に花を咲かす者もいる。  









即ち大関とする両関と呼ばれる慣習である。   
勝負は始めから引き分けに決まっているのであるが、力士たちは真剣であり、観衆は熱狂す  
る。  
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